
ま
ち
歩
き

黒
岩
の
今
、
昔
＠
黒
岩

　
総
合
福
祉
会
館
サ
ン
ラ
イ

フ
さ
か
ほ
ぎ
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
運
営
し
て
お
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
訪
問
介
護
・

居
宅
介
護
支
援
事
務
所
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る

相
談
に
対
応
す
る
く
ら
し
安

心
相
談
室
サ
ン
ラ
イ
フ
と
介

護
の
相
談
や
介
護
予
防
事
業

な
ど
を
実
施
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
入
っ
て
い

ま
す
。
会
館
内
の
筋
ト
レ
マ
シ
ン
や
電
位
治
療
器
な
ど
は

利
用
で
き
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

の
た
め
お
風
呂
と
カ
ラ
オ
ケ
は
休
止
し
て
い
ま
す
。

サ
ン
ラ
イ
フ
さ
か
ほ
ぎ
の
隣
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
慈

恵
会
が
運
営
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
さ
わ
や
か
日
本
ラ

イ
ン
」、
介
護
施
設
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
さ
わ
や

か
ナ
ー
シ
ン
グ
」
と
「
さ
わ
や
か
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
か

ほ
ぎ
」の
3
つ
の
施
設
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
町
の
介
護
・

福
祉
を
支
え
て
い
ま
す
。

町
福
祉
の
拠
点

　
福
祉
会
館
ゾ
ー
ン

に
作
ら
れ
て
お
り
、
大
和
朝
廷
か
ら
豪
族
に
下
賜
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
現
在
、
前
山
古
墳
跡
は
草
木
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
当

時
の
姿
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

　

黒
岩
神
社
で
は
、
氏
子
総

代
と
黒
岩
祭
囃
子
保
存
会
の

方
々
に
迎
え
て
も
ら
い
、
神

　
11
月
12
日（
金
）に
町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
17
名
が

坂
祝
町
中
央
公
民
館
講
座
の
一
環
で
、
黒
岩
を
散
策

し
ま
し
た
。
前
回
の
講
座（
10
月
24
日
）に
参
加
さ
れ

た
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
町
外
の
参
加
者
は
、「
地
元
の
方
の
説
明
で
、
黒
岩

に
関
す
る
知
識
が
深
ま
り
、
普
段
自
分
で
来
る
と
き

に
は
知
り
得
な
い
情
報
も
教
え
て
も
ら
え
る
の
で
楽

し
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
町
内
の
参
加
者
は
「
今
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
楽

し
み
に
し
て
い
た
訪
問
先
が
あ
り
、
見
る
も
の
す
べ

て
が
興
味
深
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

前山古墳跡の出土品

1

文
化
継
承
へ

　
黒
岩
神
社

2

全
国
唯
”二
”の
整
備
士
育
成
校

中
日
本
自
動
車
短
期
大
学

4

　
全
国
で
わ
ず
か
２
校

だ
け
の
自
動
車
整
備
士

育
成
学
校
で
す
。
５
５

０
人
程
の
学
生
が
在
籍

し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
各

国
の
留
学
生
が
半
数
を

占
め
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
は
広

く
、講
義
を
受
け
る
棟

は
１
〜
９
号
館
ま
で

あ
り
ま
す
。学
生
ホ
ー

ル
で
食
べ
ら
れ
る
学
食

坂
祝
バ
イ
パ
ス

5

4

3

2

1

START/ GOAL
中央公民館

サンライフ
さかほぎ

黒岩神社

前山古墳跡

中日本自動車
短期大学

地蔵院
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良
好
な
保
存
状
態
の
鏡

が
見
つ
か
っ
た
前
山
古
墳

跡
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

　
明
治
18
年
に
鏡
が
発
見

さ
れ
、
良
好
な
保
存
状
態

か
ら
現
在
は
宮
内
庁
で
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。
鏡
は
、

４
０
０
年
〜
４
５
０
年
頃

黒岩神社の鳥居をくぐる参加者黒岩地内に咲くコスモス畑

左上から獅子頭、その右は伝 源義綱奉納の
轡（くつわ）、下は刀、上段二つは町の有形文化財

関商工高校との合作のディーゼル
エンジン

　
地
蔵
院
は
、
宗
派
・
曹

洞
宗
の
お
寺
で
す
。
坂
祝

村
誌
に
よ
る
と
、
当
院
の

前
身
は
一
仏
堂
で
あ
り
、

天
正
文
禄
時
代
の
創
開
か

ら
今
日
ま
で
約
4
5
0
年

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
住
職
が
来

住
し
た
当
時
の
話
を
う
な

ず
く
な
ど
の
反
応
を
示
し
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
聞
い

て
い
ま
し
た
。

地蔵院の本堂内部

宮
内
庁
保
管
の
鏡
が
出
土

前
山
古
墳
跡

3

曹
洞
宗
の
お
寺

　地
蔵
院

5

社
に
つ
い
て
の
解
説
と
囃

子
の
披
露
が
あ
り
ま
し

た
。

　
黒
岩
神
社
は
、
黒
岩
の

巨
岩
上
に
奉
祀
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
名
前
が
付

き
、地
名
の
由
来
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
最
近
、
天
井

裏
か
ら
見
つ
か
っ
た
と
さ

れ
る
藁
作
り
の
お
神
輿
の

披
露
が
あ
り
ま
し
た
。
年

に
一
度
の
御
神
幸
で
は
、

獅
子
頭
を
先
頭
に
、
黒
岩

神
社
か
ら
向
か
い
の
白
山

神
社
ま
で
お
神
輿
を
担
い

で
い
き
ま
す
。

　
黒
岩
祭
囃
子
保
存
会
の
方
々
が
三
曲
演
奏
し
、
参
加

者
を
見
送
り
ま
し
た
。

は
、一
般
の
方
も
利
用

で
き
、一
食
４
０
０
円

程
で
す
。

　
参
加
者
は
、
普
段
見

ら
れ
な
い
車
の
整
備
過

程
の
教
材
に
興
味
津
々

で
し
た
。
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